
校　長 西村佳也

学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　２０１６年３月

大目標 重点目標 次年度への課題と改善 学校関係者からの意見・要望・評価等

・2016年度4月に入ってすぐの学校改革発表となり、在校

生、在校生保護者に大きな動揺を与えたことはアンケー

ト結果からも読み取れる。しかし、新しい教育の実践

と、常に社会で求められる人を輩出する学校として、改

革に踏み切った意味は大きい。教育の中身を充実させる

ことで、ここに学ぶ生徒たちが真に豊かに成長できるこ

とが第一。

・女子校での教育を求めて今年度４月に入学した中１・

高１の生徒、保護者の中にある思いを大切にしながら、

今後の導きをお願いしたい。

・学校改革の進捗状況をこまめに発信していくことで、

安心感が増す。

・（アンケート結果から）現在の学校生活に対する満足

度は高い方だと思われるが、急な体制変更と今後の展開

に対する不安は払しょくできていない。改革してよかっ

た、という思いを持てるよう、次年度の教育充実をは

かってほしい。・新しい教育の推進は喜ばしいが、現在

のコース体制で学ぶ生徒たちが、従来の学びと新しい学

びの中で混乱することの無いよう、着実に力をつけて進

路を切り開いていけるよう、これまで以上に充実したサ

ポートをおねがいしたい。
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・アクティブラーニング研修の頻度を上げる。

・ＩＣＴ機器導入のための全体研修の頻度を上

げ、機器を使うための授業にならないよう、研究

を継続する必要あり。教員の機器使用スキル向上

にむけた実践研究が必要

・休暇期間の黙想会に参加しやすい日程の設定が

必要。

【2015年度と2016年度の比較】

・大阪聖母女学院に入学してよかったと思ってい

る。2015（生徒）　　　　　　　　　　　2016（生徒）
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１）・多くの教科で、PBL授業やグループワークを

実施することにつながった。次年度からの香里ヌ

ヴェール学院の教育活動においてＰＢＢＬ型授業

の展開に施設を有効に利用していきたい。

・プロジェクターやスクリーンの設置が一部の教

室に限定されているため、次年度以降、全教室で

同様の設備を設置する必要がある。

・自立・自律の力を養成するために、デジタルサ

イネージで連絡事項等を随時更新し、生徒自らが

情報管理・スケジュール管理ができるように運

用。更新速度を上げ、教師からの口頭での全体伝

達を減らし、今年以上に自立、自律力の養成につ

なげたい。　　　　　・トレーニングルームの床

面の補修および空調設備の設置は次年度以降に延

期　　　　　　　　　　　　　　・テニスコート

周辺や校庭の各所に外灯を増設。庭木の剪定や大

型備品の整理を徹底し、死角になる場所を無く

し、通行の安全性を確保する対策を継続してい

く。

・大阪聖母女学院に入学させてよかったと思ってい

る　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2015（保

護者）　　　　　　　　　　2016（保護者）
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・本校関係者の、近隣への車両乗り入れ制限につ

いて協力を呼びかけているが、近隣での車の送迎

がなくなっていない現実がある。今後も継続して

協力を呼びかけていく。

・学校生活は充実している。

2015（生徒）　　　　　　　　　　2016（生徒）

募

集

・

入

試

に

係

る

事

業

入

学

定

員

の

確

保

１）・中学入試では、総受験者数は増加したが、

入学者は３８名にとどまった。

・高校入試では総受験者数および入学者数が大幅

増加、入学者は２２０名（昨年度入学者数は８５

名）。　２）①英語教育と思考力養成教育の一貫

性構築にむけ検討・研究を次年度も継続し、早期

に充実した12年一貫教育体制を構築したい。

１）寝屋川市との連携

２）近隣の学校およびＰＴＡとの連携

近隣住民との協力体制強化

３）寝屋川ロータリークラブとの連携

４）香里カトリック教会との連携

５）保護者会との連携

６）同窓会との連携

１）アクティブラーニング、ＰＢＬ型授業実践のため

の環境整備

　

　

　

　

２）安全・安心・快適な活動環境の維持

【新コース体制実施にむけて】

・新体制での各コースのカリキュラムに基づく教

育内容の充実をはかるため、アクティブラーニン

グやＰＢＬ型授業実践に向けた教員のスキルアッ

プ（研修の実施を含む）を継続して実施する。

【海外研修・留学について】

・次年度に向けて、研修制度や留学制度を整備、

増設するうえで、従来の規程の見直しや、留学前

後の学習活動内容の充実を図る。

・生徒留学中のご家庭への諸連絡を密に行う。

・全員参加の海外研修実施にむけ、相手校との連

携と連携内容の確認を行っていく。

【保護者会・後援会との連携】新規程の適用に関

する共通理解ができているかを常にチェックしな

がら、より円滑な運営ができるよう、連携をは

かっていく。

１）募集活動の強化

２）関係各所との連携

１）・２０１７年度からの学校改革実施にあたり、

新聞広告、電車内広告、学校案内パンフレット、ポ

スター等で、２１世紀型教育を前面に打ち出し、香

里ヌヴェール学院の新しい教育活動をＰＲした。

・ホームページやインターネット等を有効利用した

広報活動を展開した。

　

２）①大阪聖母学院小学校との連携

・１２年一貫教育プログラムの構築

・小中高のクラブ交流会（年３回）

・年間数回の合同教職員ミサの実施と参加による、

相互理解の深化

・月１回レベルの小中高合同管理職会議

②保護者会との連携

・保護者会総会や保護者会の会議での入試広報情報

の共有。

③同窓会との連携

・体育祭、文化祭等での出店依頼

・同窓会主催行事への協力と協働（成人の集い・同

窓会入会式等）

・入試イベントへの卒業生の出演

１）・21世紀型教育実践のため、アクティブラーニ

ングルームの新設

討論や議論、グループ活動のしやすい机・椅子の設

置、教室の前後壁面をすべてホワイトボードに一

新。

・書道室にプロジェクター（天井面に設置）とスク

リーン（自動昇降）を新設

・タブレット端末導入を視野に入れたＷｉ-Ｆｉ環境

や無線ＬＡＮ等のＩＣＴ環境の整備。　　　　　・

男子生徒用トイレ（各階1室ずつ）の設置完了。

・男子更衣室の新設。

・男子サッカー部設立にむけた環境整備：体育館側

防球ネットやゴール等の設置。　　　　　　　・デ

ジタルサイネージ廊下壁面に設置　　　　　２）・

掃除用ロッカー、教卓等の大型備品の修理、点検、

更新。

・老朽化した外壁や窓枠、その他の部分の早期修

理、点検、補修。

・卓球室の遮光および断熱対策設備の設置。

・寝屋川市主催の行事（「街歩きツアー」「青年

祭」）への協力と参加。

・寝屋川市ブランド戦略室との連携および、包括連

携協定締結法人とのタイアップ。寝屋川市主催の青

年会議に、生徒会執行部員が参加。

・近隣福祉施設（高齢者福祉施設や保育園、幼稚

園）への訪問や演奏会等の開催。

・国際ソロプチミスト主催行事へのからしだね部の

参加。

・寝屋川ロータリークラブの紹介による留学生１名

の受け入れ。

・定期考査最終日ボランティア活動（通学路の清

掃）。

・寝屋川六中校区のＰＴＡとの合同活動（連絡協議

会やクリーンキャンペーンなど）への参加。

・近隣の児童や生徒、住民の安全確保のために寝屋

川警察との連携を強め、不審者対策のパトロールを

強化。　　　　　　　　　　　　　　　　　・本校

関係者の車での来校は非常時や荷物の運搬時等に制

限し、近隣通行者の安全確保に努めた。

・保護者会規約の改定にむけ、意見交換を頻繁に行

い新規約が制定できた。④近隣地域との連携

・「さくらｉｎ聖母」「クリスマスｉｎ聖母」「ク

リスマスイルミネーション点灯」などの行事へ近隣

の方々をご招待

・各種学校行事（文化祭、体育祭等）への近隣町内

会長様ご招待

・カトリック香里教会主催の行事への積極的参加

・神父様による聖書読書会（毎月1回開催）の開催

・宗教研修の講師依頼。

・生徒、教職員の黙想会での神父様のご指導依頼

「世界の人々の心をつなぐ平和の天使」としての心の豊かさと、正義

に基づく正しい判断力・コミュニケーション能力、国際的な視野を持

つ女性の育成。

重点目標

・21世紀型教育実践のための新しいコース体制の立ち上げ、および教

育活動の改革にむけた準備。

・英語教育、海外研修、異文化交流による、国際的視野の育成。

・学校行事、クラブ活動、ボランティア活動等を中心としたバイタリ

ティと協同力の育成。

学校目標
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学校自己評価

１）２１世紀型教育実践にむけた研修の実施

２）カトリック学校教員としての資質の向上にむけて

・アクティブラーニング実践のための継続的かつ定

期的な教員研修の実施。

・アクティブラーニングの効果的導入・実践方法を

探る研究授業の実施。

・学外で開催される、アクティブラーニング関連研

修への参加。

・ＩＣＴメディアの有効的活用に関する学内研修や

事例研究会の開催。　　　　　　　　　　　　・カ

トリック学校教員養成会（毎年２名枠）に教員２名

参加。

・年３回（学期に1回）宗教研修（全教員対象）を実

施。

・夏期休暇期間の黙想会（宇治カルメル修道会に

て、希望者参加）実施。

①グローバル化に対応した「使える（ツールとして

の）英語力」養成

【英語教育の充実】

・オールイングリッシュ英語授業（日本人教諭）の実

践。

・教科書のコミュニケーション分野の積極的な活用に

より英語運用能力の向上を図る。

・イマージョン教育実施（美術・音楽・体育・学級活

動等）準備。入学者数（および男子生徒数）から、体

育は2コース合同実施とするため、イマージョン教育を

実施しないことに決定。

【海外語学研修・異文化交流プログラムの実施】

・ニュージーランド語学研修（２０１７年３月春休み

の約１０日間）

・アメリカ（ユタ州）１０週間語学研修の実施

・フランスノートルダムデゾワゾ校からのホームステ

イ生徒の受け入れ実施

・フランス研修の実施

・シンガポール１８日間研修の募集と実施

・タイでのボランティア活動と学校間交流ホームステ

イ

・海外留学生積極的受け入れ

・２０１７年度からのＳＫＹＰＥでの個別海外交流開

始にむけ、オーストラリアの学校との教育提携関係を

構築

②日本文化理解の深化

・小笠原流礼法によるマナー講習年間実施（中１・中

２の総合の時間）。

③アクティブラーニング・探求型学習の実践と導入

・アクティブラーニングの授業形態を積極的に導入

し、授業スキル研究。

・定期的な研究発表等を通じて、生徒のプレゼンテー

ション力の向上を図る。

・論理的思考力・熟考力を養成する。

④コミュニケーション・リーダーシップ教育の充実

・諸行事を生徒主体で企画・運営・実施する。

⑤人生設計カリキュラムの充実　高校進路学習（総

合）の充実

⑥福祉教育の充実

　　考査最終日ボランティア、中３福祉学習（総合）

①・中高全クラスで、文法説明での日本語による説

明以外、英語で授業を進める授業を展開。

・教科書のコミュニケーション分野やクリティカル

シンキング分野の積極的な活用→ＴＯＥＦＬ Junior

の全員受験とスコアアップ

→SILVERレベル到達者数：2015年度７名から2016年

度は14名（内2名はGOLDレベル）に増加

→英検2級合格者の増加：2015年度6名から2016年度

25名に増加

・イマージョン教育実施（美術・音楽・体育・学級

活動等）準備。

・ニュージーランド語学研修→催行人数に達さず

・ユタ州１０週間語学研修→高１（4名）高２（3

名）計7名の参加。

・フランスからのホームステイ生徒の受け入れ実施

（15家庭）

・フランス研修→政情不安により中止。

・シンガポール１８日間研修→参加希望者無し。

・タイでのボランティア活動と学校間交流ホームス

テイ（５日間）→最少催行人数に満たず中止。

・海外からの留学生1名受け入れ

・オーストラリアの学校との教育提携関係構築

交流提携校がメルセデス校とカブラー校に決定。

オーストラリア大使館の推薦するコミュニケーショ

ンシステムの導入決定。

②・小笠原流礼法によるマナー講習年間実施

・中３雅楽鑑賞の実施。

③・全教科において学習者が主体となって能動的に

学習する授業形態（アクティブラーニング・PBL）を

積極的に導入した授業展開の研究。

・タブレット端末等のIＣＴメディアを積極的に使用

した活動を、総合の時間の活動を　中心に展開。

・教育関係のコンペ等への参加。ナレッジキャピタ

ルアワード本選に2名出場、１名優秀賞、1名奨励賞

受賞。

・国語や英語、保健体育、総合の時間を中心に、

ディベートやディスカッション、プレゼンテーショ

ン等を学期にそれぞれ１～２回程度組み込み、表現

力・伝達力を磨いた。

④・「体育祭」「音楽祭」「文化祭」等の諸行事を

生徒主体で企画・運営・実施、諸行事実施までの過

程で発生するさまざまな課題を通して、生徒自ら

が、協力して乗り越える力を養成。

⑤分野別セミナーや夢ナビライブをはじめとする進

路研究の機会を年間通じて設定。

⑥・考査最終日ボランティア（福祉施設訪問・通学

路清掃など）の実施

・あしなが学生募金への参加

・釜ヶ崎の炊き出し

・中３福祉学習の実施
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